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―「入って楽しい島大組合、なって楽しい組合役員」をめざして― 

  

1. 全大協教職員研修会 
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学術国際部情報企画課に所属している大崎です。 
昨年 9 月 17 日（金）～9 月 18 日（土）にかけて，神奈川県横浜市の横

浜市立大学で行われました全大教第 22 回教職員研究集会に参加しまし

たので，紙面を借りて報告をさせていただきます。 
 
 初日は 13：00 より始まり，記念公演が全体で行われた後，メインの内

容として，翌日にかけて課題別の分科会が 2 回に分けて行われました。

最初に参加した分科会では「大学等における教育実践」ということで，各

大学で行われているユニークな授業や教育，学生の成績を上げるために

取り組まれている事例などが報告されました。分科会の中では，本学の

環境教育（環境問題通論・環境寺子屋）の事例も報告がなされ，具体的な

取り組みについても詳しく知ることができ，冷や汗をかきながらも有意義

に過ごせたように思います。報告後の質疑応答も活発に（議論が止まりま

せんでした…）行われ，共感できる点も多くありました。 
 
 次の分科会は 2 日目の午後からあり，「事務職員」の分科会に参加しま

した。主な内容としては法人化後の事務職員・事務組織の現状と課題，

男女共同参画と昇任の現状について，報告および質疑応答が行われまし

た。議論の後，雑談（？）に近い形での意見交換が行われたのですが，各

大学とも，SD の一環として研修が増加している点，法人化当初ほどでは

ないものの休暇が取りづらくなっている点は共通しているようでした。組合

活動についても，事務職員の中でも加入者が少ない，または行動が組合

の外からはいまいちよく分からない，という大学も多いみたいで，地道に

業務内外・組合の内外を問わず，様々な部署の方々と話をしたり，「顔を

出す」ことが重要，との意見がありました。人数は 15 名程度と少ない分科

会でしたが，若手職員の方もいらっしゃって楽な気分で参加できたと思い

ます。 
 
 余談になりますが，訪問した横浜市立大学では地ビールが販売されて

いて，17 日夕食時の懇親会でいただくことができました。また「ヨッチー」と

いう名前のキャラクターグッズも各種売られていたようで，ファン獲得（？）

に力が入っているように思いました。よろしければ調べてみてください…。 
 
 参加した感想としては，大学も社会も変化が速くなっている中で，良い意

味で危機意識（＝危機感？）を持ちながら，情報収集を怠らないようにす

るなど，社会の変化に敏感に反応できる力が必要ということを，いろいろ

な話を伺う中で実感しました（難しいことですが…）。最後になりましたが，

この度は参加させていただきありがとうございました。 
  



 

2 ここにタイトルを入力 

   
 

2. ミニ集会が開催されました。 

 

平成22年10月27日，法文棟2階の組合事務室においてミニ集会を開催し，12名の 

参加がありました。 

 始めに総合科学研究支援センター遺伝子機能解析分野の山根さんと総合情報処 

理センターの水野から，技術職員の業務紹介をしました。技術職員がどのような 

仕事を行い，どのようなことで困っているかなどを発表し，多種にわたる業務内 

容について，参加者からは普段知らなかった業務を知る良い機会だったなどの感 

想がありました。 

 また，一般職員や技術職員の昇給について意見交換があり，技術職員について 

はもっと話合いが必要ではないかなどの意見が挙がりました。 

 今回は技術職員をテーマとしてミニ集会が開催されましたが，知らないことも 

多かったので，他のテーマでも気軽に意見交換ができたらと思います。 

 

 職員支部 水野祥太郎 

３．保険の勉強会について 

 

年度末のあわただしい時期の発行、また発行が遅れましていつも申

し訳ありません。 
東北で大きな地震があり、何かできることはないかと思っていますが

なかなか何ができるか思いつかなくてはがゆく感じています。 
大学でも現在募集していますが、まずは、募金することから始めてい

こうと思っています。 

平成２３年２月９日、法文棟２階の会議室において保険についての勉強会を行いました。 
まず組合書記の石橋さんから、保険の基本知識から大学職員に焦点を当てた共済組合

やグループ保険についてなどためになる具体的なお話しをしてもらいました。 
 
続いて経理・調達課の小畑から保険を販売をしていた経験から、実際に保険屋さんが何

を考えて営業しているか、あとは業界の裏話的な？話も少しお話ししました。人前で話す機

会があまりなく、準備も不足していたためグタグタでしたので、次回このような機会があれば

しっかり準備して望みたいと思います。 
  
 今回のテーマは本当にその保険必要ですか？ということでした。必要以上に保険に入っ

ていると無駄も多くなってしまいます。保険だけでなく貯蓄もするなどリスクを分散すること

が大切です。 

 


